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新 年 の ご 挨 拶

公益社団法人　大阪府栄養士会　会長　藤原　政嘉

明けましておめでとう
ございます。
会員の皆様におかれ

ましては、恙なく健や
かな新年を迎えられまし
たことお慶び申し上げま
す。
平素は栄養士会に格
別のご支援、ご理解をい
ただき、新年に当たりあ
らためてお礼申し上げま
す。
やっと新型コロナウイ

ルスへの惨禍が落ち着
きをみられるようになりましたが、今度はインフルエン
ザが猛威を奮うような予想がされています。また、社
会情勢をみますとウクライナとロシア、イスラエルとパ
レスチナ間の戦禍が落ち着く気配が感じられない状
況から物価の高騰が激しく、日常生活に影響が出て
きていることを否めません。世情が何時戻るか不安
を感じます。我々管理栄養士・栄養士においてもこ
のような中、どのように栄養・食生活が考えられるか
栄養の専門職に与えられた大きな課題であろうかと
思います。
現在、栄養士会が取り組んでいる課題は、「栄養

ケア・ステーション」の活性化と機能的運営です。
医療報酬、介護報酬の改定により「栄養ケア・ス
テーション」が重要な役割を持つ事となりました。本
会においても医療機関や介護サービス事業所から
栄養・食事マネージメントに関する業務委託が増加
しており、登録管理栄養士の増員が急務となってい
ます。　
また、昨年 4月、医療施設に勤務する管理栄養
士、栄養士が医療職種としての扱いになり、長年
抱いていた思いが叶えらましたが、社会や他の関連
職種からの信頼を得るためには、医療職種としての
倫理感と責任感及び資質の担保が重要かと思いま
す。特に、今後、要求が高まると思われる「在宅
栄養ケア」など高齢者のフレイル予防対策、生育基
本法に対する母子栄養管理に対し、管理栄養士・
栄養士がこれらの事に対して役割を十二分に果たし
て行く必要があると考えております。
「わくわくＥＸＰＯwith 第 19 回食育推進全国大
会」が今年６月１日（土）、２日（日）にＡＴＣホール
にて開催されます。万博にむけてプレイベントのよう
に運営されることから、我々管理栄養士・栄養士は
食育推進事業を身近にとらえ栄養学の実践指導者
として活躍できる良い機会であると思っております。
また、2025 年大阪夢洲で開催予定の「2025 年

日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博）」のテー
マとなっている「いのち輝く未来社会のデザイン」に
対して、未来の栄養・食生活のあり方をSDGsに対
応した「サステナブルに食べよう、自分のために地球
のために」をキャッチフレーズにして栄養士会ならび
に管理栄養士・栄養士が世界に向けて発信する構
想を練っております。
本会は「公益法人」として大阪府民の皆様の健

康の維持・増進に栄養・食生活の面から援助し、
公衆衛生の向上に寄与することを目的としておりま
す。そのため、ホームページの定期的な改編や府民
フォーラムの開催、健康づくり提唱の集い、栄養ケ
ア・ステーションの運営などで府民の皆様に栄養・
食生活に関する情報を発信し、会員の皆様には対
人専門職業人として国民の皆様や他の医療従事
者から信頼を得るため、栄養学を基盤とした栄養・
食生活マネージメントに関する知識とスキルの向上
を図る目的で「生涯教育制度」や、専門領域の研
修などを毎月実施し、多くの会員に参加していただ
いております。
なお、ご周知のとおり、本会は会員の会費によっ
て運営しております。しかし、若い世代の新入会の
減少、団塊の世代の退会などで、会員数の増加が
見られません。役員一同会員増対策に奔走してお
りますが、同業の仲間意識や先輩・後輩の意識の
変化、またＩＴの発達により情報の取得は十分に可
能になったことなどから栄養士会会員としての価値
観に意識変化をもたらせたように感じます。入会を
勧めた時、（時に）入会することによるメリットを求め
る人がおられますが、会員になり栄養士会を利用す
れば、研修会へ無料や安価での受講、職業上の事
故に対する保険での保証、栄養・食生活に関する
新しい情報の取得や交換、無料で雑誌の購読、同
業・同種の仲間づくり等、種々のメリットが生まれて
きます。
何れにしましても会員あっての栄養士会です。栄
養士会の役割と管理栄養士・栄養士とういう専門
職の要の組織であることを広報し、理解してもらう必
要があると感じております。会員の皆様におかれまし
ても、一層のご支援をいただき、周囲に未入会の方
がおられましたら栄養士会員になるメリットを言って
いただき、一人でも多くの仲間づくりをし、3000 名
を達成したいと思っております。ご協力宜しくお願い
いたします。
今年の干支は「甲辰（きのえのたつ）」で一般的

に「たつ年」と言われています。辰は「ふるう、と
とのう」を意味し陽気が動いて万物が振動し、活力
旺盛になり草木もよく成長するとされています。
私たち栄養士会も「栄養ケア・ステーション」の
運営をはじめあらゆる場面で栄養・食生活改善事業
が活性化し、その成果が実績として評価されるよう
に管理栄養士・栄養士の力を社会に向かって積極
的に行動していきたいものです。
なお、栄養士会は会費を有効活用し、種々の研
修会の開催、ホームページや会報での情報の伝達
など会員へのサービスに努めております。会員の皆
様も栄養士会が開催する生涯教育研修会など行
事に積極的に参加していただき、情報・知識の獲
得とスキルアップを図るとともに仲間づくりをしてくだ
さい。また、ホームページの閲覧、会報の購読をし
ていただき栄養士会事業へのご意見や本会の運営
に厳しい評価をいただければと思います。
最後になりましたが、会員の皆様の益々のご健勝

とご活躍を祈念しまして新年の挨拶とさせていただ
きます。


